
令和２年（2020年）５月１日 か ま く ら 議 会 だ よ り 第２４９号　　（４）

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
ほ

か
諸
議
案
に
賛
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

深
刻
さ
を
増
す
、
少
子
高
齢
化

で
持
続
可
能
な
行
政
経
営
を
行
う

た
め
に
は
、事
業
の
選
択
と
集
中
、

行
財
政
改
革
を
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
、
計
画
の
実

行
の
た
め
、
必
要
な
行
動
を
取
る

こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

●�

経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解

決
を
両
立
す
る
新
た
な
社
会
。

　

少
子
高
齢
化
の
課
題
先
進
市
と

し
て
、テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
デ
ー
タ
の

活
用
に
よ
る
共
生
社
会
の
実
現
の

た
め
、ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業

を
求
め
予
算
計
上
さ
れ
、
評
価
す

る
が
、担
当
強
化
を
求
め
ま
し
た
。

●
行
財
政
改
革

　

補
助
金
の
見
直
し
、
行
政
の
デ

ジ
タ
ル
化
、社
会
・
地
域
の
ス
マ
ー

ト
化
、歳
入
確
保
策
を
、市
民
の
皆

さ
ま
が
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う

全
身
全
霊
で
取
り
組
む
よ
う
求

め
、令
和
２
年
度
か
ら
よ
り
一
層
取

り
組
む
と
の
こ
と
で
評
価
し
ま
す
。

●
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
を
。

　

激
甚
化
す
る
台
風
被
害
で
は
、

民
有
緑
地
か
ら
の
倒
木
で
家
屋
の

損
壊
が
発
生
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と

か
ら
、森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用

し
た
民
有
緑
地
の
管
理
を
求
め
、

活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
ご
み
処
理
問
題

　

第
３
次
鎌
倉
市
一
般
廃
棄
物
処

理
基
本
計
画
の
事
務
を
遂
行
し
て

も
、
市
長
の
方
針
転
換
で
ご
み
処

理
施
策
が
進
ま
な
い
の
で
、
市
長

は
政
治
的
責
任
を
ど
う
取
る
の
か

問
い
、
先
頭
に
立
っ
て
責
任
を
果

た
し
て
い
く
、
と
の
こ
と
で
注
視

し
ま
す
。

●
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

　

新
し
い
時
代
の
教
育
改
革
で
あ

り
、
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な

い
、
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
の

実
現
を
求
め
、
国
の
補
助
金
も
含

め
予
算
計
上
さ
れ
、評
価
し
ま
す
。

●
高
齢
者
活
動
運
営
事
業

　

運
転
免
許
証
返
納
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
要
望
が
実
現
し
、
評
価

す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
、

さ
ら
な
る
用
途
拡
大
を
求
め
、
対

応
を
注
視
し
ま
す
。

●
観
光
施
策
と
文
化
振
興

　

令
和
４
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

で
「
鎌
倉
殿
の
13
人
」
の
製
作
が

決
定
。
地
域
活
性
化
を
求
め
、
大

河
ド
ラ
マ
・
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
担
当
が
新
設
さ
れ
、
評
価
。

●�

鎌
倉
都
市
計
画
事
業
大
船
駅
東
口

市
街
地
再
開
発
事
業
特
別
会
計

　

大
船
再
開
発
は
鎌
倉
市
立
地
適

正
化
計
画
の
観
点
か
ら
も
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
事
業
の
実
施
を
求

め
、
今
後
、
情
勢
を
見
極
め
な
が

ら
検
討
と
の
こ
と
で
注
視
し
ま
す
。

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策

　

わ
が
会
派
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
最
前
線
で

対
応
に
当
た
っ
て
い
る
皆
さ
ま
を

全
力
で
支
援
し
ま
す
。
政
府
は
、

大
胆
な
経
済
財
政
政
策
を
講
じ
て

お
り
ま
す
。
鎌
倉
市
と
し
て
も
、

融
資
対
象
や
補
助
制
度
の
拡
充
に

よ
る
緊
急
経
済
対
策
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
も
引
き
続
き

市
内
中
小
企
業
者
の
経
営
安
定
を

図
っ
て
い
く
よ
う
求
め
、
対
応
す

る
と
の
こ
と
で
評
価
し
ま
す
。

　

平
成
か
ら
令
和
へ
と
新
時
代
の

幕
が
明
け
、
初
め
て
の
予
算
編
成

と
な
っ
た
令
和
２
年
度
は
、
第
３

次
鎌
倉
市
総
合
計
画
第
４
期
基
本

計
画
の
開
始
年
度
で
も
あ
り
ま
し

た
。
鎌
倉
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
考
え

る
会
で
は
、
こ
の
「
第
４
期
基
本

計
画
」
の
計
画
推
進
に
向
け
た
考

え
方
と
、
鎌
倉
市
が
大
き
な
旗
印

と
し
て
掲
げ
る「
共
生
社
会
」「
共

創
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」の
視
点
に
注
視

し
て
代
表
質
問
し
、
さ
ら
に
予
算

特
別
委
員
会
で
詳
細
の
審
査
と
検

証
を
行
っ
た
結
果
、
一
般
会
計
予

算
ほ
か
諸
議
案
に
賛
成
し
ま
し
た
。

●
扶
助
費
が
最
大
費
目
に

　

地
方
財
政
の
経
費
構
造
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
把
握
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
中
で
も
歳

出
の
経
済
的
な
性
質
を
横
断
的
に

分
類
し
た
性
質
別
内
訳
に
着
目
し

て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
最
大
費
目

と
な
っ
て
い
た
人
件
費
（
21
・
４

％
）
を
抜
い
て
、
扶
助
費
（
22
・

６
％
）
が
予
算
構
成
比
率
で
初
め

て
上
回
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
社
会
保
障
制
度
の
規

定
に
基
づ
く
支
出
が
、
義
務
的
経

費
と
し
て
非
常
に
大
き
な
ウ
エ
イ

ト
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

を
表
し
て
い
ま
す
。
財
源
面
で
支

え
ら
れ
る
う
ち
は
良
い
の
で
す

が
、
近
年
の
経
常
収
支
比
率
が
示

す
よ
う
に
、
鎌
倉
市
の
財
政
は
硬

直
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

●
５
年
と
い
う
歳
月
を
経
て

　

私
た
ち
の
会
派
は
、
こ
う
し
た

社
会
の
到
来
を
予
測
し
、
数
々
の

具
体
的
な
政
策
提
言
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
。
特
に
平
成
27
年
度

予
算
で
は
、
第
４
期
基
本
計
画
と

パ
ブ
リ
テ
ッ
ク
の
礎
と
な
っ
た
行

政
経
営
手
法
を
明
確
に
述
べ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
５
年
と

い
う
時
間
の
ズ
レ
は
大
き
く
、
今

後
よ
り
一
層
の
不
易
流
行
な
行
財

政
運
営
が
必
要
で
す
。

●
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─
19

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
、
世
界
的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の

状
況
下
に
あ
る
中
、
地
方
自
治
体

の
危
機
管
理
能
力
や
情
報
発
信
能

力
の
差
が
、
文
字
通
り
自
治
体
力

と
し
て
問
わ
れ
る
事
態
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
未
知
な
る
脅
威
か

ら
市
民
の
生
命
・
健
康
・
財
産
を

守
る
た
め
に
は
、
鎌
倉
市
独
自
の

危
機
管
理
能
力
を
高
め
、
地
域
全

体
の
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
を
見
極
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
提
案
し
委
員
の
総
意
と

し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
２
市
１
町
ご
み
処
理
広
域
化

　

鎌
倉
の
ご
み
処
理
を
２
市
１
町

の
広
域
化
で
行
う
と
し
て
も
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
の
理
念

が
内
包
さ
れ
た
施
策
を
展
開
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま

た
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
現
段
階
か
ら
域
外
で
の

処
理
を
市
長
自
ら
が
言
明
さ
れ
た

こ
と
は
、
計
画
に
大
き
な
影
を
落

と
し
ま
し
た
。
ご
み
を
発
生
さ
せ

な
い
こ
と
が
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

で
あ
る
な
ら
ば
、
域
外
に
ご
み
を

出
さ
な
い
こ
と
も
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
で
す
。
施
策
に
論
理
矛
盾
が

生
じ
て
破
綻
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
い
ま
一
度
、
抜
本
的
な
計
画
案

の
見
直
し
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
問
題
で
市
民
生

活
へ
の
影
響
を
で
き
る
限
り

キ
ャ
ッ
チ
し
、
市
民
に
寄
り
添
う

市
政
運
営
を
求
め
ま
し
た
。

●�

第
４
期
基
本
計
画
─
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
財
政
力
か
ら
、
村
岡
新

駅
建
設
で
一
気
に
貯
金
が
枯
渇
。

　

市
の
財
政
力
は
、
健
全
性
を
図

る
「
地
方
財
政
健
全
化
法
」
の
基

準
を
大
幅
に
ク
リ
ア
し
て
お
り
、

県
下
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。
し
か

し
基
本
計
画
は
、
藤
沢
市
に
造
る

「
村
岡
新
駅
」
を
含
む
大
型
事
業

計
画
が
入
る
た
め
、
約
49
・
５
億

円
の
不
足
額
が
生
じ
、
３
年
後
に

は
56
億
円
の
市
の
貯
金
（
財
政
調

整
基
金
）
も
無
く
な
り
、
当
初
予

算
編
成
の
見
込
み
が
な
い
と
言
い

ま
す
。
そ
の
た
め
市
民
生
活
の
た

め
の
事
業
の
「
仕
分
け
」
や
受
益

者
負
担
の
見
直
し
で
財
源
の
確
保

を
す
る
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
お

り
、
到
底
容
認
で
き
ま
せ
ん
。
自

治
体
の
本
務
で
あ
る
住
民
の
福
祉

の
増
進
を
図
る
こ
と
に
力
点
を
置

く
べ
き
と
い
う
観
点
か
ら
、
一
般

会
計
予
算
に
反
対
し
ま
し
た
。

●�

玉
縄
青
少
年
会
館
廃
館
問
題
と

公
共
施
設
再
編
計
画

　

安
易
な
廃
止
議
案
が
議
会
で
否

決
さ
れ
た
重
み
を
認
識
し
、
施
設

の
応
急
的
な
改
修
を
含
め
た
検
討

と
、
住
民
が
参
加
す
る
「
検
討
会

議
」
を
地
域
ご
と
に
設
置
し
、
公

共
施
設
再
編
計
画
の
在
り
方
を
検

討
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

●
市
役
所
移
転
は
急
が
ず
合
意
を

　

今
の
本
庁
舎
は
耐
震
補
強
が
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
民
合
意
の
た
め

に
移
転
を
急
が
ず
、
長
期
的
な
視

点
で
財
政
負
担
の
平
準
化
を
図
る

こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

●
子
ど
も
の
国
保
料
引
き
下
げ
を

　

子
ど
も
が
増
え
る
と
国
保
料
負

担
が
重
く
な
る
「
均
等
割
」
分
に

相
当
す
る
軽
減
策
を
求
め
ま
し
た
。

●
交
通
補
助
制
度
の
復
活
・
充
実

　

長
い
間
要
求
し
て
き
た
高
齢
者

の
外
出
支
援
が
運
転
免
許
証
返
納

者
に
対
し
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
免
許
証
の
な
い
高
齢
者
に

も
使
え
る
交
通
補
助
制
度
を
求
め

ま
し
た
。

●
ご
み
問
題
─
ま
ず
信
頼
回
復
を

　

逗
子
市
の
焼
却
施
設
へ
の
受
け

入
れ
終
了
ま
で
の
14
年
間
、
施
設

建
設
で
ま
ず
市
民
の
納
得
と
合
意

を
図
り
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
、

生
ご
み
の
資
源
化
は
、
バ
イ
オ
ガ

ス
化
も
含
め
最
新
技
術
の
生
ご
み

処
理
の
探
求
を
求
め
ま
し
た
。

　
　

◇　

─
─
─
─
─　

◇

　

ほ
か
、青
少
年
「
平
和
と
交
流
」

事
業
へ
の
参
加
、
図
書
館
司
書
職

の
正
規
採
用
、学
校
老
朽
化
対
策
、

認
可
保
育
園
の
借
地
料
助
成
制
度

新
設
、
倒
木
被
害
へ
の
新
た
な
支

援
策
、
鎌
倉
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
設

置
、
ワ
ン
ル
ー
ム
建
築
物
の
ご
み

集
積
に
関
し
開
発
事
業
条
例
の
改

正
を
求
め
ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
に
よ
る
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

構
想
、
作
業
セ
ン
タ
ー
の
人
員
削

減
問
題
、高
齢
者
の
医
療
福
祉
、子

ど
も
会
館
な
ど
も
質
疑
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
横
浜
市
の
カ
ジ
ノ
誘
致

に
対
す
る
市
長
の
認
識
に
つ
い
て

も
た
だ
し
ま
し
た
。

新年度予算に対する
各会派の評価と見解

 

①
自
由
民
主
党

　 

鎌
倉
市
議
会
議
員
団

　 （
志
田 

一
宏 

議
員
）

 

②
鎌
倉
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

　 

考
え
る
会

　 （
河
村 

琢
磨 

議
員
）

 

③
日
本
共
産
党

　 

鎌
倉
市
議
会
議
員
団

　 （
武
野 

裕
子 

議
員
）

 

④
神
奈
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　 

運
動
・
鎌
倉

　 （
安
立 

奈
穂 

議
員
）

 

⑤
鎌
倉
み
ら
い
　

　 （
山
田 

直
人 

議
員
）

 

⑥
公
明
党

　 

鎌
倉
市
議
会
議
員
団

　 （
大
石 

和
久 

議
員
）

 

⑦
鎌
倉
　

　 

夢
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

　 （
日
向 

慎
吾 

議
員
）

各 

派
代
表
質
問

（
代
表
質
問
順
）

　

２
月
19
日
～
21
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
令
和
２
年
度
予
算
議
案

に
対
す
る
各
派
代
表
質
問
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
各
会
派
の
質
問
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

新
駅
よ
り
も
、
希
望
の
持
て
る

く
ら
し
を
優
先
に

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

不
易
流
行
の
行
政
経
営
と
危
機
管
理

能
力
の
強
化
を

課
題
を
先
送
り
せ
ず
、
行
動
を
。

自
民
党
鎌
倉
市
議
団

日
本
共
産
党


